
岐阜大学工学部ニュース 匠
2014  No.24

TAKUMI

F a c u l t y  o f  E n g i n e e r i n g  G i f u  U n i v e r s i t y

魅力アップに努めます
工学部長　六郷 惠哲

大学のミッション－目指すべきインプットとアウトプット－

副学部長　纐纈 守

学外機関との連携
中日本航空専門学校
岐阜県情報技術研究所

新任教員の横顔

各賞受賞者の声

国際交流の紹介
カルロス 3世大学
マレーシア国民大学

工学部附属インフラマネジメント技術研究センターの紹介

02

03

04

05

08

12

14

Contents



 2
Faculty of Engineering, Gifu U

niversity

 3
2014 N

o.24　
岐

阜
大

学
工

学
部

ニ
ュ

ー
ス

　
匠

工学部長　六郷 惠哲副学部長　纐纈 守 工学部長からのメッセージ新副学部長からのメッセージ

魅力アップに努めます大学のミッション
－目指すべきインプットとアウトプット－

大
学
院
の
改
組

　

早
け
れ
ば
2
年
後
、
遅
く
と
も
3
年

後
に
大
学
院
の
改
組
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
未

来
型
太
陽
光
発
電
、
C
F
R
P
な
ど
の

複
合
材
料
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
人
間
医
工
学
、

創
薬
と
い
っ
た
特
色
あ
る
教
育
研
究
分

野
を
、
学
生
の
皆
さ
ん
や
産
業
界
か
ら

わ
か
り
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
社
会

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

第
3
期
工
学
部
棟

大
規
模
改
修

　

平
成
24
年
度
か
ら
4
期
に
分
け
て
行

わ
れ
て
い
る
工
学
部
棟
の
大
規
模
改
修

の
第
3
期
工
事
が
、
C
棟
の
西
半
分
を

対
象
と
し
て
、
平
成
26
年
12
月
か
ら
平

成
27
年
6
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
26

年
7
月
に
は
、総
合
研
究
棟
Ⅱ
（
4
階
建
、

5
9
0
0
㎡
）
が
工
学
部
F
棟
の
東
に

完
成
し
ま
す
。
1
階
は
生
命
科
学
総
合

実
験
セ
ン
タ
ー
機
器
分
析
分
野
、
2
階

の
一
般
入
試
に
英
語
の
筆
記
試
験
を
追
加

し
、
名
古
屋
大
学
や
名
古
屋
工
業
大
学
の

同
じ
試
験
科
目
と
し
ま
し
た
。
後
期
日
程

試
験
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー
試
験

の
み
で
あ
っ
た
も
の
を
、
平
成
22
年
度
か

ら
筆
記
試
験
を
課
し
、
そ
の
後
期
日
程
の

配
点
比
率
を
セ
ン
タ
ー
試
験
に
対
し
て
大

幅
に
増
や
し
、
逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
こ
と
に
よ
り
競
争
倍
率
の
躍
進
が
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
後
期
日
程
試
験
の
定

員
比
率
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
名
古
屋

工
業
大
学
や
前
期
日
程
し
か
な
い
名
古
屋

大
学
の
受
験
生
の
取
り
込
み
も
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
優
秀
な

学
生
の
確
保
に
注
力
さ
れ
ま
し
た
。

目
指
す
べ
き
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

　

続
い
て
大
学
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

と
は
、
卒
業
後
の
進
路
で
す
。
東
海
地
区

に
は
、
ト
ヨ
タ
や
そ
の
関
連
会
社
だ
け
で

な
く
多
く
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
あ
り
ま

す
。
本
学
部
を
卒
業
す
る
学
生
さ
ん
は
地

元
に
こ
れ
ら
優
良
企
業
が
多
く
存
在
す
る

お
か
げ
で
毎
年
ほ
ぼ
1
0
0
％
の
就
職

率
で
就
職
が
で
き
、
そ
れ
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

　

引
き
続
き
平
成
26
・
27
年
度
の
工
学

部
長
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
学
部
長
の
野
々
村
修
一
教
授
（
企
画

担
当
）、
今
尾
茂
樹
教
授
（
評
価
担
当
）、

纐
纈
守
教
授
（
教
務
担
当
）
と
と
も
に
、

工
学
部
・
工
学
研
究
科
の
魅
力
が
増
す

よ
う
努
め
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
3
つ
の

話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

海
外
協
定
大
学
へ
の

学
生
派
遣

　

工
学
部
・
工
学
研
究
科
で
は
、
夏
休

み
や
春
休
み
に
2
～
4
週
間
程
度
、
海

外
の
協
定
大
学
へ
学
部
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
平
成
24
年
度
は
12
名
、
平
成
25

年
度
は
21
名
の
学
生
を
、
渡
航
費
の
一

部
を
補
助
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン

ド
、
韓
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
米
国
の
協
定
大
学
へ
派
遣
し
ま
し

た
。
一
方
、
毎
年
、
海
外
の
協
定
大
学
か

ら
10
～
20
名
の
短
期
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
海
外
の
協
定

大
学
と
の
交
流
を
一
層
盛
ん
に
し
、
国

際
化
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
教
務
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
纐
纈
と
申
し
ま
す
。

教
務
委
員
長
と
し
て
の
仕
事
は
、
各
種
入

学
試
験
、
在
学
中
の
学
生
さ
ん
の
教
育
・

生
活
サ
ポ
ー
ト
か
ら
卒
業
ま
で
学
生
さ
ん

の
学
生
生
活
全
般
の
面
倒
を
見
る
仕
事
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
法
人
岐
阜

大
学
と
し
て
優
秀
な
学
生
さ
ん
を
お
預
か

り
し
、
卒
業
ま
で
の
教
育
指
導
及
び
生
活

面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
就
職
に
関

す
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
入
り
口
か
ら
出
口

ま
で
学
生
さ
ん
の
自
主
性
を
最
大
限
重
視

し
な
が
ら
、
困
難
な
場
面
が
生
じ
た
際
に

は
で
き
う
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

目
指
す
べ
き
イ
ン
プ
ッ
ト

　

組
織
と
し
て
考
え
た
際
、
大
学
に
お
い

て
も
企
業
に
お
い
て
も
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
考
え
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
大
学
に
お
け
る
イ
ン
プ
ッ

ト
と
は
優
秀
な
学
生
の
獲
得
で
す
。
大
矢

前
教
務
委
員
長
の
も
と
入
試
制
度
の
大

改
革
が
実
現
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
国
際

化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
平
成
26
年
度

は
複
合
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
、
3
、
4
階

は
改
修
工
事
中
の
退
避
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
使
わ
れ
ま
す
。

企
業
に
て
と
て
も
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
就
職
率
が
い
い
の
も
こ
れ
ま
で
の
岐

阜
大
学
工
学
部
の
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の

ご
活
躍
と
そ
の
後
の
社
内
で
の
実
績
の
お

か
げ
で
す
。
工
学
部
と
し
て
誇
れ
る
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
は
、
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

育
て
社
会
に
輩
出
す
る
こ
と
で
す
。

我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

我
々
大
学
人
は
、（
１
）
一
人
で
も
多

く
の
優
秀
な
学
生
が
入
学
で
き
る
試
験
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
、（
２
）
ま
た
、

在
学
中
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、

（
３
）
さ
ら
に
は
、
卒
業
後
、
優
良
企
業
に

就
職
し
世
界
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
好
循
環
を
達
成
す
る
こ
と
が
我
々
に
課

さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
岐
阜
大
学
工
学
部
と
し
て
す
ば
ら

し
い
イ
ン
プ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
目

指
す
こ
と
が
我
々
ス
タ
ッ
フ
に
課
せ
ら
れ

た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
考
え
、
最
大
限
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

温
か
く
見
守
り
い
た
だ
き
ご
支
援
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第２期大規模改修が終了した工学部棟
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新任教員の横顔
New teacher's profile

学外機関
との連携

　

平
成
25
年
４
月
１
日
付
で
社
会
基
盤
工
学
科
防
災

コ
ー
ス
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
専
門
は
セ
メ
ン
ト

系
複
合
材
を
中
心
と
し
た
材
料
開
発
で
、
例
え
ば
短

繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ラ
イ
フ
ス
パ
ン
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
構
築
、ひ
び
割
れ
自
己
治
癒
技
術

の
開
発
、
環
境
対
応
型
ポ
ー
ラ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

開
発
な
ど
、
高
性
能
な
建
設
材
料
の
開
発
を
と
お
し

て
、
安
全
・
安
心
な
社
会
を
担
う
イ
ン
フ
ラ
の
高
性

能
化
に
資
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ミ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
物
理
・
化
学
現
象
に
立
脚
し

た
数
百
メ
ー
ト
ル
の
構
造
物
の
劣
化
・
損
傷
の
評
価
、

あ
る
い
は
１
０
０
年
後
の
構
造
物
の
状
態
の
予
測
な

ど
、
空
間
的
、
時
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
幅
が
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
数
学
、
物
理
や
化
学
に
立
脚
し
た
現
象
の

解
明
が
社
会
基
盤
の
分
野
で
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

学
生
の
教
育
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
こ
と
に
加
え
て
、
現
象
を
一
般
化
し
て
説
明
で
き

る
基
礎
力
を
重
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
大
学
と
し
て
の
岐
阜
大
学
の
役
割
を
認
識
し

つ
つ
、
研
究
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
忘
れ
ず
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安全・安心な社会のために「進化する建設材料」

社
会
基
盤
工
学
科

防
災
コ
ー
ス

國
枝 

稔  

教
授

（
就
任
年
月
日
平
成
25
年
4
月
1
日
）

中
日
本
航
空
専
門
学
校
と

連
携
協
定

岐
阜
県
情
報
技
術
研
究
所
と

の
連
携
に
関
す
る
覚
書
締
結

　

岐
阜
大
学
工
学
部
と
中
日
本
航
空

専
門
学
校
（
岐
阜
県
関
市
）
は
、
両

校
の
相
互
の
発
展
の
た
め
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
を
目
的
に
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
9
月
17
日
、
岐
阜
大
学

工
学
部
第
一
会
議
室
で
行
わ
れ
た
締

結
式
で
は
、
両
校
の
出
席
者
や
報
道

関
係
者
が
見
守
る
中
、
中
日
本
航
空

専
門
学
校　

磯
本
聡
一
校
長
と
岐
阜

大
学
工
学
部
六
郷
惠
哲
工
学
部
長
が

協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
校
は
以
前
よ
り
相
互
に
施
設
見

学
な
ど
交
流
関
係
を
深
め
て
き
ま
し

た
が
、
岐
阜
県
下
は
も
と
よ
り
日
本

の
航
空
機
産
業
の
発
展
、
次
世
代
の

航
空
機
産
業
に
関
わ
る
人
材
育
成
、

地
域
貢
献
と
い
っ
た
大
き
な
目
的
の

も
と
、
本
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
両

校
の
緊
密
な
協
力
関
係
を
築
く
こ
と

で
、
1
．
学
術
研
究
、
2
．
人
材
育
成

等
に
つ
い
て
連
携
・
協
力
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

岐
阜
県
を
は
じ
め
東
海
地
方
は
従

来
よ
り
航
空
機
産
業
が
発
達
し
て
お

り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
急
成
長
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

六
郷
工
学
部
長
は
、「
将
来
、
航
空

機
関
連
産
業
に
携
わ
る
こ
と
を
希
望

す
る
中
学
生
・
高
校
生
が
、
中
日
本

航
空
専
門
学
校
や
岐
阜
大
学
工
学
部

へ
進
学
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
我
々
教
育
機
関
が
、
岐
阜
県

の
研
究
セ
ン
タ
ー
、
航
空
機
関
連
企

業
と
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
、
こ
の
地

域
の
航
空
機
産
業
を
ま
す
ま
す
盛
ん

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

岐
阜
大
学
工
学
部
と
岐
阜
県
情
報

技
術
研
究
所（
岐
阜
県
各
務
原
市
）は
、

両
機
関
の
相
互
の
発
展
の
た
め
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
1
日
（
火
）、
岐
阜

大
学
工
学
部
第
一
会
議
室
で
行
わ
れ

た
締
結
式
で
は
、
出
席
者
や
報
道
関

係
者
が
見
守
る
中
、
岐
阜
県
情
報
技

術
研
究
所　

稲
葉
昭
夫
所
長
と
岐
阜

大
学
工
学
部　

六
郷
惠
哲
工
学
部
長

が
覚
書
に
著
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
情
報
技
術
の
飛
躍
的
な
発

展
を
背
景
に
、
社
会
の
国
際
化
・
情

報
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
情
報

化
社
会
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
技
術

支
援
や
情
報
技
術
の
専
門
的
知
識
を

有
す
る
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

岐
阜
県
情
報
技
術
研
究
所
と
は

こ
れ
ま
で
も
連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
覚
書
に
基
づ

き
、
1
． 

情
報
技
術
に
よ
る
地
域
産

業
の
発
展
、
2
．
人
材
育
成
な
ど
に

お
い
て
相
互
に
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
で
、
岐
阜
県
内
の
情
報
産
業
の
振

興
を
図
り
、
岐
阜
県
の
情
報
化
推
進

に
貢
献
し
社
会
の
発
展
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

 

六
郷
工
学
部
長
は
、「
岐
阜
大
学

は
、
産
業
界
、
教
育
機
関
お
よ
び
行
政

と
連
携
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の

産
業
の
発
展
と
人
材
の
育
成
に
、
こ

の
連
携
が
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

植物や生物と共生するコンクリート 流動する繊維補強コンク
リートの数値解析

ひび割れ面で架橋する短繊維の
数値解析

ひび割れの自己治癒

“光と電気の融合による高度情報社会を夢見て”

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
着
任
し
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
長
年
、企
業
の
研
究
所
に
て
光
通
信
シ
ス
テ
ム

に
関
わ
る
研
究
開
発
に
従
事
し
、
主
に
基
幹
伝
送
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（Backbone netw

ork, M
etro netw

ork

）

の
光
化
や
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
（Fiber to the H

om
e)

と

呼
ば
れ
る
光
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Access 

netw
ork

）
の
開
発
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
こ
れ
ら
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
高
度
化
を
支
え
る
光
／
電
気
変
換
回
路
の
高
性

能
・
高
機
能
化
に
関
す
る
も
の
で
す
。
特
に
、
メ
ト

ロ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
効

率
よ
く
情
報
伝
送
を
行
う
た
め
に
用
い
ら
れ
る
光
パ

ケ
ッ
ト
伝
送
に
対
応
し
た
光
送
受
信
回
路
（O

ptical 

Transceiver / IC

）
の
高
度
化
、
高
効
率
・
低
電
力
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
研
究
構
想
は
、
爆
発
的

に
増
え
続
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に

対
応
す
る
た
め
に
、
よ
り
高
度
な
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

可
能
な
適
応
型
光
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
実
現
す
る
こ

と
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
企
業
経
験
を
活
か
し
、
学
生
の
皆
さ

ん
と
設
計
や
も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
研
究
の
喜
び
を

共
有
し
な
が
ら
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
研
究
成
果
を

出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

電
気
電
子
・
情
報
工
学
科

電
気
電
子
コ
ー
ス

中
村 

誠  

教
授

（
就
任
年
月
日
平
成
25
年
4
月
1
日
）
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新任教員の横顔
New teacher's profile

偶然に訪れるチャンスを流さない為には
（異種金属接合とエネルギー節約）

　

昨
年
秋
、
工
学
部
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専

攻
の
助
教
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
研
究
室
で
は
、

近
未
来
の
実
用
化
が
期
待
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
技
術

の
基
礎
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
材
育
成
を

意
識
し
た
学
生
教
育
と
、
社
会
へ
の
研
究
成
果
の
応

用
展
開
と
…
す
べ
き
こ
と
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
重
責
で
、

実
感
す
る
機
会
が
増
し
て
い
ま
す
。
即
座
に
始
め
た

こ
と
は
、
東
海
地
域
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
産
業
界

の
方
々
と
の
面
談
で
す
。
研
究
の
テ
ー
マ
に
社
会
の

意
見
を
取
り
入
れ
よ
う
と
努
め
ま
し
た
。
日
々
、
活

動
を
共
に
す
る
学
生
に
テ
ー
マ
の
意
義
を
伝
え
、
成

功
す
る
体
験
を
積
ま
せ
、未
熟
で
す
が
手
ご
た
え
の
一

つ
目
を
掴
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
世
代
太
陽
電
池
の
分
野
で
は
、
こ
こ
１
、２
年
の

う
ち
に
新
材
料
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
開
か
れ
、
国
内
外

で
の
技
術
開
発
競
争
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
異
分
野

の
化
学
的
手
法
が
融
合
し
て
生
ま
れ
る
ナ
ノ
ス
ケ
ー

ル
材
料
・
デ
バ
イ
ス
設
計
を
技
の
基
軸
と
し
て
、
光

か
ら
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
換
効
率
を
高
め
る
課

題
に
今
、
挑
ん
で
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
太
陽
電
池
研
究
の
恩
師
の
言
葉
で

あ
る
「
使
命
感
」
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
関
係
者
の
方
々
へ
の
感
謝
を
胸
に
抱
き

つ
つ
、
社
会
貢
献
と
な
る
教
育
と
岐
阜
大
学
発
の
高

度
な
学
問
領
域
の
開
拓
を
進
め
ま
す
。

創発力を活かして課題に挑む

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専
攻

（
化
学
・
生
命
工
学
科
物
質
化
学
コ
ー
ス
併
任
）

萬
関 

一広  

助
教

（
就
任
年
月
日
平
成
25
年
11
月
1
日
）

新任教員の横顔
New teacher's profile

平
成
25
年
4
月
1
日
付
で
電
気
電
子
・
情
報
工
学

科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
イ

ン
バ
ー
タ
励
磁
下
に
お
け
る
磁
性
材
料
の
磁
気
特
性

研
究
お
よ
び
異
種
金
属
接
合
研
究
で
す
。
私
は
今
ま

で
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
に
め
ぐ
り
合
え
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
自
分
の
も
の
に
す

る
に
は
チ
ャ
ン
ス
を
認
識
す
る
力
と
生
か
す
能
力
が

必
要
で
す
。
特
に
専
門
分
野
の
勉
強
、
幅
広
い
視
野
、

柔
軟
な
思
考
、
語
学
力
が
必
要
で
す
。

現
在
私
に
訪
れ
た
チ
ャ
ン
ス
は
異
種
金
属
接
合（
抵

抗
点
溶
接
）
に
関
す
る
研
究
で
す
。
比
較
的
安
価
な

鉄
と
軽
い
ア
ル
ミ
を
接
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

の
鉄
の
強
度
を
維
持
し
な
が
ら
重
さ
を
30
％
低
減
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
れ
は
年
間
1
万
k
m
走
行

の
乗
用
車
を
前
提
す
る
と
2
0
1
2
年
度
ガ
ソ
リ
ン

乗
用
車
約
6
0
0
0
万
台
の
節
約
可
能
な
ガ
ソ
リ
ン

は
約
3
0
0
0
億
円
で
す
。

ま
た
国
内
電
力
消
費
の
57
．3
％
で
あ
る
5
7
2
8 

億
k
W
h
を
回
転
機
（
特
に
モ
ー
タ
）
が
占
め
て
お

り
、
モ
ー
タ
効
率
を
上
げ
る
こ
と
で
莫
大
な
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
節
約
で
き
ま
す
。
現
在
の
モ
ー
タ
コ
ア
製

作
方
法
で
は
コ
ア
損
失
が
大
き
く
発
生
し
ま
す
。
金

属
間
に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
層
が
出
来
る
異
種
金
属
接
合

法
を
用
い
て
モ
ー
タ
コ
ア
を
製
作
す
れ
ば
モ
ー
タ
の
効

率
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

世
界
に
羽
ば
た
く
岐
阜
大
学
に
な
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

電
気
電
子
・
情
報
工
学
科

電
気
電
子
コ
ー
ス

尹 

己
烈  

助
教

（
就
任
年
月
日
平
成
25
年
4
月
1
日
）

平
成
26
年
1
月
１
日
付
け
で
工
学
部
電
気
電
子
・

情
報
工
学
科
の
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
助
教
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
私
は
岐
阜
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
岐
阜

大
学
の
博
士
前
期
課
程
を
修
了
い
た
し
ま
し
た
。

研
究
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
太

陽
光
発
電
の
高
効
率
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
様
々

な
波
長
の
光
を
持
つ
太
陽
光
を
、
効
率
よ
く
電
気
に

変
換
す
る
た
め
に
は
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
光
吸

収
材
料
以
外
の
新
た
な
材
料
開
発
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
そ
の
新
材
料
の
一
つ
と
し
て
、
I
V
族
系
ク
ラ
ス

レ
ー
ト
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
レ
ー
ト
と
は

包
摂
化
合
物
と
も
呼
ば
れ
、シ
リ
コ
ン
や
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
の
原
子
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
籠
が
組
み
合
わ
さ
っ

た
結
晶
構
造
を
持
っ
て
い
ま
す
。
通
常
籠
構
造
に
は

金
属
原
子
な
ど
を
内
包
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
金
属

原
子
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
、
太
陽
電
池
に
適
し

た
半
導
体
特
性
を
持
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
こ
れ
ら
の
材
料
の
合
成
技
術
開
発
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
は
物
性
評
価
、
デ
バ
イ
ス

へ
の
応
用
へ
と
、
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、

教
育
お
よ
び
地
域
の
発
展
に
貢
献
出
来
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
皆
様
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

電
気
電
子
・
情
報
工
学
科

電
気
電
子
コ
ー
ス

大
橋 

史
隆  

助
教

（
就
任
年
月
日
平
成
26
年
1
月
1
日
）

籠状材料を次世代太陽電池に

平
成
25
年
10
月
１
日
付
け
で
、
工
学
部
・
電
気
電

子
・
情
報
工
学
科
（
情
報
コ
ー
ス
）
の
助
教
（
テ
ニ
ュ

ア
ト
ラ
ッ
ク
）
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
の
研
究

分
野
は
、
機
械
学
習
（M

achine Learning

）
と
い

う
分
野
で
す
。
こ
こ
で
い
う
機
械
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
指
し
て
お
り
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
学
習
さ
せ
て
、
デ
ー
タ
解
析
に
役
立
て
る
分
野
で

す
。
少
し
怪
し
げ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

確
率
・
統
計
な
ど
の
数
学
に
基
づ
く
理
論
が
あ
る
し
っ

か
り
と
し
た
分
野
で
す
。
応
用
例
に
は
、
学
習
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
周
り
の
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
、
最
近
で
は
新
薬
の
設
計
に
も
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
」
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う

に
、
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
膨
大
か
つ
多
様
な
デ
ー
タ

が
蓄
積
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
機
械
学

習
は
、蓄
積
し
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を
腐
ら
せ
ず
、役
立

つ
情
報
を
取
り
出
す
重
要
な
技
術
で
す
。
私
は
、
多

様
な
情
報
を
効
率
良
く
組
み
合
わ
せ
る
た
め
の
基
盤

技
術
を
特
に
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
基
礎
理
論
の
み

で
は
な
く
、
ゲ
ノ
ム
情
報
解
析
な
ど
の
応
用
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

今
後
、
研
究
や
教
育
を
通
じ
て
、
大
学
に
貢
献
で

き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

電
気
電
子
・
情
報
工
学
科

情
報
コ
ー
ス

志
賀 
元
紀  

助
教

（
就
任
年
月
日
平
成
25
年
10
月
1
日
）

大規模なデータに埋もれた重要な知識の発見

図　異種金属間にセラミックス層がある場合と
　　無い場合の断面図

物質の新たな姿を探求する

平
成
25
年
4
月
1
日
付
で
電
気
電
子
・
情
報
工
学

科
（
旧
機
能
材
料
工
学
科
）
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

分
野
は
超
高
密
度
凝
縮
物
質
の
物
性
を
専
門
に
し

て
い
ま
す
。
私
達
は
通
常
、
大
気
圧
下
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
が
、
宇
宙
に
は
真
空
か
ら
数
千
万
気
圧
以
上

の
圧
力
が
存
在
し
ま
す
。
そ
し
て
、
高
い
圧
力
下
で

は
金
属
が
絶
縁
体
に
な
っ
た
り
、
ま
た
逆
に
絶
縁
体

が
金
属
に
な
っ
た
り
と
、
新
た
な
性
質
や
機
能
が
現

れ
ま
す
。
地
上
の
物
質
は
む
し
ろ
、
大
気
圧
程
度
の

狭
い
圧
力
領
域
で
実
現
す
る
特
殊
な
状
態
に
あ
る
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
圧
力
下
の
物
質
に
現

れ
る
物
性
を
調
べ
る
こ
と
は
、
私
達
の
材
料
に
対
す

る
理
解
を
拡
大
し
、
新
し
い
観
点
か
ら
物
質
を
見
る

こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

今
、
超
高
密
度
水
素
や
水
素
化
物
の
新
奇
物
性
に

着
目
し
て
い
ま
す
。
木
星
の
内
部
で
は
金
属
化
し
た

水
素
が
対
流
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
金

属
を
添
加
し
た
高
密
度
水
素
化
物
は
高
温
超
伝
導
体

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
素
の
新
た

な
姿
は
？
水
素
化
物
に
新
機
能
を
与
え
ら
れ
る
か
？

日
々
、
学
生
さ
ん
た
ち
と
喧
々
諤
々
の
議
論
と
実
験

を
楽
し
み
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
物
性
屋
、
技
術
者
を
育
て

ら
れ
る
教
育
者
と
し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
暖

か
く
ご
指
導
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 電

気
電
子
・
情
報
工
学
科

電
気
電
子
コ
ー
ス

松
岡 

岳
洋  

助
教

（
就
任
年
月
日
平
成
25
年
4
月
1
日
）
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左から、Ian G. Buckle 教授、木下助教、David Sanders 教授

図　成形原理と製品例

Awardee Speech

各賞受賞者の声

平成24年度 土木学会
吉田研究奨励賞受賞

社会基盤工学科　防災コース
木下 幸治 助教

IEEE/ASME
Best Mechatronics Paper Award
受賞

機械工学科　知能機械コース
川﨑 晴久 教授・毛利 哲也准教授・

伊藤 聡 准教授

平成25年度
日本塑性加工学会論文賞

機械工学科　機械コース
王 志剛 教授

平成25年度
日本機械学会 東海支部 研究賞

機械工学科　知能機械コース
山本 秀彦 教授・山田 貴孝 准教授

２
０
１
３
年
6
月
14
日
に
、「
世
界
最

大
橋
梁
震
動
台
実
験
を
基
に
し
た
Ｒ
Ｃ

高
架
橋
シ
ス
テ
ム
の
数
値
解
析
技
術
の

高
度
化
」
の
研
究
に
対
し
て
、
平
成
24
年

度
土
木
学
会
吉
田
研
究
奨
励
賞
を
受
賞

致
し
ま
し
た
。　

本
研
究
は
、
ネ
バ
タ
・
リ
ノ
大
学
で
行

わ
れ
た
Ｒ
Ｃ
高
架
橋
シ
ス
テ
ム
を
対
象

と
し
た
世
界
最
大
橋
梁
震
動
台
実
験
を

基
に
、
我
が
国
で
培
っ
た
耐
震
解
析
技
術

の
検
証
と
高
度
化
を
進
め
、
橋
梁
防
災

技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
を
目
指
す
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｒ
Ｃ
高
架
橋
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
曲
線
を
有
す
る
上
部
構

造
の
モ
デ
ル
化
方
法
、 

減
衰
の
正
確
な
設

定
方
法
、複
数
回
の
地
震
動
に
よ
る
損
傷

蓄
積
も
再
現
可
能
な
解
析
技
術
等
に
つ

い
て
、
世
界
最
大
橋
梁
震
動
台
実
験
に
基

づ
く
信
頼
性
の
高
い
耐
震
解
析
技
術
を

提
案
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
研
究
で
ベ
ー
ス
と
す
る
ネ
バ
タ
・
リ

ノ
大
学
に
お
け
る
世
界
最
先
端
の
実
験

は
、
再
現
性
と
信
頼
性
に
優
れ
た
も
の

で
あ
り
、
世
界
の
こ
の
分
野
の
基
準
デ
ー

タ
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
世
界

最
先
端
の
実
験
を
ベ
ー
ス
に
、
我
が
国
で

培
っ
た
耐
震
解
析
技
術
の
検
証
と
高
度

化
を
進
め
る
こ
と
で
耐
震
性
能
評
価
の

高
度
化
を
飛
躍
的
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

本
研
究
は
、
昨
年
度
の
ネ
バ
タ
・
リ
ノ

大
学
へ
1
年
間
の
長
期
出
張
し
た
中
で

の
成
果
で
あ
り
、
ネ
バ
タ
・
リ
ノ
大
学
の

Ian G. Buckle

教
授
、D

avid Sanders 

教
授
、
更
に
は
当
時Ph.D

 candidate
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H
artant W

ibow
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（
現
、Iow

a State 
U

niversity, Post-D
oc. Res. Assoc.

）

と
共
同
で
研
究
を
進
め
ま
し
た
。
今
回

の
受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も
海
外
の
研

究
者
と
関
わ
り
を
持
っ
た
研
究
を
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
受
賞
い
た
し
ま
し
た
賞
は

IEEE Transaction on M
echatronics

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
中
か
ら
、
各
年

に
１
件
選
ば
れ
る
も
の
で
す
。IEEE

の

機
械
制
御
関
係
の
雑
誌
で
は
Ｉ
Ｆ
が
比

較
的
高
く
、
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
だ
け

で
も
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ
突

然
電
子
メ
ー
ル
で
受
賞
の
通
知
が
届
き

ま
し
た
。
最
初
は
迷
惑
メ
ー
ル
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
雑
誌
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
自
分
た
ち
の
名
前
を
見
つ
け
、
事
の

大
き
さ
に
驚
い
た
次
第
で
す
。
受
賞
の

う
れ
し
さ
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
の
研

究
を
し
っ
か
り
見
て
評
価
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
だ
と
報
わ
れ
た
気
持
ち
と

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
と

い
う
気
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
受
賞
論
文
の
内
容
で
す
が
、
脳

卒
中
患
者
を
対
象
と
し
た
手
指
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
関
す
る
も

の
で
、
こ
の
雑
誌
で
は
開
発
コ
ン
セ
プ

ト
お
よ
び
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
構
と
動
作
性

能
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
手
に
装

着
す
る
こ
と
で
、
各
指
の
３
カ
所
（
拇

指
は
４
カ
所
）
の
関
節
運
動
の
補
助
が

で
き
る
よ
う
な
複
雑
な
構
造
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
て
実
現
し
た
点
が
評
価

さ
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受
賞
式
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド

ニ
ー
の
南
の
ウ
ロ
ン
ゴ
ン
と
い
う
都
市

で
国
際
会
議
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
内
で
行
わ

れ
、
論
文
連
名
者
の
石
榑
が
式
に
赴
き

ま
し
た
。
こ
の
受
賞
に
は（
株
）丸
富
精

工
、
岐
阜
大
学
病
院
、
岐
阜
赤
十
字
病

院
、
岐
阜
中
央
病
院
の
関
係
者
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
。
末
筆
に
な
り
ま
す

が
、
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
伊
藤
）

受
賞
論
文
は
、「
背
圧
絞
り
法
に
よ
る

中
実
ボ
ス
の
成
形
」
で
、
絞
り
加
工
に

背
圧
を
加
え
て
、
金
属
薄
板
製
筺
体
に

位
置
決
め
に
必
要
な
中
実
ボ
ス
を
従
来

工
法
の
約
半
分
の
荷
重
で
一
体
成
形
す

る
技
術
を
提
案
し
た
も
の
で
す
。

絞
り
加
工
は
、
成
形
中
薄
板
の
厚
み

を
保
ち
な
が
ら
自
動
車
車
体
の
よ
う
な

曲
面
形
状
を
作
り
出
す
加
工
法
で
す
。

一
方
、
金
属
製
筺
体
の
軽
量
化
を
図
る

た
め
に
、
ボ
ス
の
一
体
成
形
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
り
、
押
出
し
法
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

押
出
し
加
工
に
よ
る
中
実
ボ
ス
作
り

は
大
き
な
荷
重
を
必
要
と
す
る
上
に
、

ボ
ス
裏
面
に
引
け
が
生
じ
や
す
い
欠
点

を
持
っ
て
い
ま
す
。
提
案
し
た
背
圧
絞

り
法
で
は
、
絞
り
加
工
に
よ
る
張
力
を

利
用
し
て
加
工
荷
重
を
低
減
さ
せ
、
ボ

ス
部
へ
の
材
料
流
入
を
促
進
す
る
た
め

に
片
面
潤
滑
法
を
用
い
ま
し
た
。

こ
の
研
究
の
発
端
は
10
年
前
に
別
の

テ
ー
マ
で
共
同
研
究
を
し
て
い
た
鍛
造

メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
と
の
雑
談
で
す
。

こ
の
会
社
は
ね
じ
の
専
門
メ
ー
カ
ー

で
、
当
時
客
先
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
案

件
の
中
で
、
筺
体
の
ボ
ス
部
に
タ
ッ
プ
を

立
て
る
の
に
ボ
ス
部
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

不
十
分
と
い
う
難
題
が
あ
り
ま
し
た
。

雑
談
の
中
で
絞
り
加
工
を
利
用
す
る
ア

イ
デ
ア
を
思
い
つ
き
ま
し
た
が
、
実
際

や
っ
て
み
る
と
、
思
う
よ
う
に
行
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
失
敗
に
失
敗
を
重
ね
、

片
面
潤
滑
の
着
想
が
閃
い
た
の
は
2
年

後
で
し
た
。

研
究
の
ニ
ー
ズ
は
い
つ
も
現
場
に
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
企
業
の

皆
様
と
積
極
的
に
交
流
し
、
切
磋
琢
磨

の
機
会
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

本
研
究
賞
は
、
過
去
に
行
っ
て
き
た

一
連
の
研
究
業
績
を
通
じ
て
、
機
械
工

学
と
機
械
工
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
個

人
、
も
し
く
は
研
究
グ
ル
ー
プ
に
授
与

さ
れ
る
賞
で
す
。

山
本
・
山
田
は
、
生
産
ラ
イ
ン
の
各

機
械
（
工
作
機
械
や
自
動
搬
送
車
Ａ
Ｇ

Ｖ
、
さ
ら
に
は
製
品
庫
や
部
品
庫
）
に

知
識
を
与
え
、
そ
の
知
識
を
使
っ
て
、
知

識
の
交
換
、
協
調
、
交
渉
に
よ
っ
て
、
効

率
よ
く
生
産
ラ
イ
ン
を
運
営
す
る
、
ホ

ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
持
た
な
い
自
律

分
散
型
工
場
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
近
年
は
、
心
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
で

モ
デ
ル
化
し
、
こ
の
心
を
Ａ
Ｇ
Ｖ
に
移

植
し
て
、
心
を
用
い
た
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
自
律

制
御
に
よ
り
、
生
産
ラ
イ
ン
の
運
営
を

よ
り
効
率
よ
く
す
る
研
究
に
至
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
生
産
技
術
の
知

能
化
を
テ
ー
マ
に
「
自
律
分
散
型
生
産

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
」
に
取
り
組

ん
で
き
た
業
績
を
評
価
さ
れ
、
平
成
25

年
3
月
15
日
に
、
本
研
究
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

山
本
・
山
田
は
、
こ
れ
ら
自
律
分
散

型
工
場
の
実
用
化
を
目
指
し
た
開
発
だ

け
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
フ
ァ
ク
ト

リ
の
開
発
、
複
数
対
象
物
把
持
を
含
む

多
指
ハ
ン
ド
に
よ
る
器
用
な
把
持
と
操

り
の
研
究
、
力
覚
情
報
を
用
い
た
人
間

の
手
先
の
感
覚
の
実
現
、
さ
ら
に
は
、

こ
れ
ら
を
基
に
し
た
器
用
か
つ
柔
軟
な

組
立
作
業
の
自
動
化
の
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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2013 年度日本液晶学会
論文賞A部門（ａ分野）受賞

化学・生命工学科　物質化学コース
沓水 祥一 教授

日本燃焼学会　論文賞

環境エネルギーシステム専攻
神原 信志 教授・守富 寛 教授・

隈部 和弘 助教・武山 彰宏 （D2）

2013 年度日本機械学会
環境工学部門・研究業績賞

環境エネルギーシステム専攻
神原 信志 教授

２
０
１
３
年
9
月
8
日
か
ら
10
日
ま

で
２
０
１
３
年
度
日
本
液
晶
学
会
討
論

会
が
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
学
会
で
は
液

晶
関
連
の
物
質
開
発
か
ら
そ
の
応
用
に

至
る
ま
で
の
様
々
な
発
表
が
行
わ
れ
、

活
発
な
議
論
と
情
報
交
換
が
行
わ
れ

る
。
例
年
、
事
前
に
学
会
賞
選
考
委
員

会
に
お
い
て
そ
の
年
と
前
年
の
二
年
間

に
お
い
て
国
内
外
の
論
文
誌
に
発
表
さ

れ
た
液
晶
関
連
の
論
文
が
評
価
・
審
査

さ
れ
、
三
件
の
論
文
が
選
ば
れ
る
。
今

回
そ
の
う
ち
の
一
件
に
、
筑
波
大
学
・

齋
藤
一
弥
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
共

同
で
報
告
し
た
論
文
が
選
出
さ
れ
た
。

論
文
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
液
晶
は
、
分
子
や
原
子
が
規
則
正

し
く
並
ん
だ
固
体
（
結
晶
）
と
そ
の
規

則
的
な
並
び
を
完
全
に
失
っ
て
流
動
的

な
液
体
の
間
の
中
間
状
態
で
あ
る
。
そ

の
状
態
で
は
、
な
か
の
分
子
は
ど
れ
も

あ
る
程
度
動
き
回
れ
る
か
わ
り
に
、
並

び
は
中
途
半
端
な
規
則
性
し
か
持
っ
て

い
な
い
。
今
日
、
固
体
の
中
の
原
子
や

分
子
の
並
び
を
決
定
す
る
方
法
論
は
確

立
さ
れ
て
い
る
が
、
液
晶
の
中
の
中
途

半
端
に
規
則
的
な
並
び
を
調
べ
る
こ
と

は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
論
文
で

は
、
液
晶
の
中
で
も
、
特
に
謎
が
多
く

未
解
明
な
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
液
晶
と
呼
ば

れ
る
液
晶
の
中
の
分
子
の
並
び
に
つ
い

て
、
一
見
棒
状
に
も
見
え
る
分
子
の
両

端
の
鎖
が
熱
の
た
め
に
暴
れ
回
る
と
、

分
子
は
も
は
や
シ
ー
ト
状
に
き
れ
い
に

並
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
シ
ー
ト
が
ね
じ

れ
た
よ
う
な
並
び
に
な
る
こ
と
を
実
験

的
に
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

今
後
、
こ
の
物
質
群
を
開
発
し
て
い
く

た
め
の
指
針
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
受
賞
を
励
み
に
さ
ら
に

教
育
・
研
究
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

こ
の
度
、
日
本
燃
焼
学
会
論
文
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
究
に
大
き
く
貢

献
し
た
学
生
諸
氏
共
々
大
き
な
励
み
と

な
り
ま
し
た
。

受
賞
論
文
は
、「
大
気
圧
非
平
衡
プ

ラ
ズ
マ
に
よ
る
水
素
酸
化
に
お
け
る

Ｎ
Ｏ
Ｘ

生
成
特
性
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
燃
料
電
池
車
の
水
素
オ
フ
ガ
ス
の

安
全
な
処
理
法
を
提
案
し
、
実
用
上
の

課
題
を
解
決
し
た
研
究
で
す
。

燃
料
電
池
車
は
水
し
か
排
出
し
な
い

の
で
環
境
に
や
さ
し
い
～
と
一
般
的
に

宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
燃
料
電

池
の
発
電
効
率
を
維
持
す
る
た
め
に
、

時
々
、
燃
料
電
池
内
の
水
素
を
大
気
放

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を

水
素
オ
フ
ガ
ス
と
い
い
ま
す
。
現
在
は
、

燃
料
電
池
車
は
少
な
い
で
す
か
ら
、
爆

発
限
界
以
下
ま
で
空
気
で
薄
め
て
大
気

放
出
し
て
い
ま
す
が
、
燃
料
電
池
車
が

今
後
普
及
す
れ
ば
、
地
下
駐
車
場
や
半

密
閉
車
庫
な
ど
で
水
素
オ
フ
ガ
ス
が
爆

発
す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

希
薄
な
水
素
は
約
５
０
０
℃
以
上
で

な
い
と
燃
焼
処
理
で
き
ま
せ
ん
が
、
本

研
究
で
は
、
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
を
用
い

て
80
℃
程
度
の
低
温
で
水
素
を
酸
化
処

理
す
る
方
法
を
考
案
し
ま
し
た
。
本
論

文
で
は
、
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
で
水
素
を

酸
化
し
た
時
に
発
生
す
る
窒
素
酸
化
物

の
生
成
挙
動
と
そ
の
抑
制
法
に
つ
い
て
、

実
験
的
・
理
論
的
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ラ
ズ
マ
内
の
電
子
衝
突
反
応
、
イ
オ

ン
解
離
反
応
、
中
性
粒
子
反
応
、
水
素

酸
化
反
応
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
生
成
・
消
滅
反
応
を

考
慮
し
た
２
７
６
の
素
反
応
か
ら
な
る

反
応
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
解
明
し
、
新
し
い
水
素
燃
焼
法
を
確

立
し
た
と
言
え
ま
す
。

本
研
究
は
東
海
産
業
技
術
振
興
財
団

助
成
研
究
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

記
し
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
に
お
け
る
日
本
機
械

学
会
で
の
研
究
活
動
（
日
本
機
械
学
会

論
文
集
へ
の
論
文
掲
載
、
環
境
工
学
総
合

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表
）
を
評

価
い
た
だ
き
、
研
究
業
績
賞
と
い
う
名

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
多
大
な
る
御
支
援
・
御
指
導
を

い
た
だ
い
た
関
係
諸
氏
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
、
窒
素
酸

化
物（
N
O
x
）、一
酸
化
二
窒
素（
N
2
O
）、

水
銀
（
H
g
）
を
除
去
す
る
新
し
い
反

応
装
置
の
開
発
に
関
す
る
も
の
で
、
こ

れ
ら
大
気
汚
染
・
環
境
汚
染
物
質
の
大

幅
な
低
減
を
期
待
さ
れ
た
も
の
で
す
。

N
O
x
低
減
に
つ
い
て
は
、
大
気
圧
プ

ラ
ズ
マ
を
利
用
し
て
、
気
相
ラ
ジ
カ
ル
反

応
と
い
う
新
し
い
反
応
場
を
つ
く
り
、
従

来
の
反
応
温
度
を
無
触
媒
で
1
5
0
℃

も
低
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

従
来
は
30 

%
ほ
ど
の
低
減
率
だ
っ
た
装

置
を
、
80 

%
ま
で
に
高
め
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
、
実
証
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
用
化
も
間
近
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
で
あ
る

N
2
O
の
分
解
処
理
法
も
開
発
し
ま
し

た
。
N
2
O
は
下
水
処
理
プ
ロ
セ
ス
や
医

療
用
麻
酔
の
余
剰
ガ
ス
と
し
て
大
気
に

排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
元
素
水

銀
の
酸
化
処
理
で
は
、
波
長
の
短
い
紫

外
線
を
利
用
し
た
光
反
応
で
の
処
理
法

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、「
大
気
・
水
環
境
の
浄
化
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
社
会
に
有
益
な
新
規

反
応
法
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
く

計
画
で
す
。
皆
様
の
さ
ら
な
る
御
支
援
・

御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
受
賞
対
象
研
究
は
J
S
T
委
託
開

発
研
究
お
よ
び
A
︲
S
T
E
P
事
業
、
科

研
費
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
補

助
事
業
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

棒状分子が多数寄り集まってキュービック液晶を形成する様子；J. Phys. Soc. Jpn., 
81, 094601 (2012) から
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国際交流の紹介

マ
レ
ー
シ
ア
国
民
大
学
（
U
K
M
）と
の

学
部
間
締
結

食
品
技
術
学
科
、
数
理
科
学
科
、
環
境
・
自

然
資
源
学
科
を
有
し
、
岐
阜
大
学
と
し
て

工
学
部
だ
け
で
な
く
応
用
生
物
科
学
部
や

教
育
学
部
な
ど
と
も
関
わ
り
合
い
が
持
て

将
来
的
に
は
大
学
間
協
定
に
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
協
定
調
印

に
よ
り
今
後
ま
す
ま
す
教
職
員
や
学
生
が

活
発
に
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
教
育
・
研

究
活
動
が
活
性
化
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま

す
。

こ
の
協
定
は
、
当
学
部
の
纐
纈
守
教
授

が
２
０
１
１
年
に
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

国
際
会
議
で
Ｕ
Ｋ
Ｍ
の
ボ
ハ
リ
教
授
と
知

り
合
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま

り
、
２
０
１
３
年
9
月
に
纐
纈
教
授
が
Ｕ
Ｋ

Ｍ
に
招
待
さ
れ
た
際
、
大
学
間
交
流
に
関

す
る
意
思
表
示
が
あ
り
実
現
し
た
も
の
で

す
。
Ｕ
Ｋ
Ｍ
は
13
の
学
部
を
有
す
る
総
合

大
学
で
あ
り
、
様
々
な
国
際
的
な
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
常
に
国
内
最
上
位
に
位
置
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
を
代
表
す
る
最
高
学
府
の
ひ

と
つ
と
し
て
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

２
０
１
３
年
12
月
に
、
副
学
部
長
を
含

む
3
名
の
工
学
部
教
員
が
Ｕ
Ｋ
Ｍ
を
訪
問

し
、
大
学
の
概
要
説
明
を
聞
い
た
の
ち
、
各

学
科
の
主
な
研
究
や
設
備
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
学
部
の
副
学
部

長
に
よ
る
挨
拶
・
学
部
の
概
要
説
明
が
な

さ
れ
、
Ｕ
Ｋ
Ｍ
の
理
工
学
部
長
と
の
協
定

書
へ
の
調
印
が
執
り
行
わ
れ
調
印
式
が
終

了
し
ま
し
た
。
Ｕ
Ｋ
Ｍ
の
理
工
学
部
は
同

大
学
で
は
最
大
の
学
部
で
あ
り
、
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
学
科
、

応
用
物
理
学
科
、
ケ
ミ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
・

岐
阜
大
学
工
学
部
は
、
２
０
１
４
年

1
月
22
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
大
学
（
マ

レ
ー
シ
ア
語
：U

niversity Kebangsaan 

M
alaysia, 

以
下
Ｕ
Ｋ
Ｍ;

英
語
：Th

e 

N
ational U

niversity of M
alaysia

）
の

理
工
学
部
（Faculty of Science and 

Technology

）
と
学
部
間
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
Ｕ
Ｋ
Ｍ
は
１
９
７
０
年
に
設
立

さ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
を
代
表
す
る
五
つ
の
研

究
大
学
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
首
都
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
の
南
東
約
35
キ
ロ
の
ス
ラ
ン
ゴ
ー

ル
州
バ
ン
ギ
（Bangi

）
に
位
置
し
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
国
民
大
学
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
語
で
の
名
称U

niversity Kebangsaan 

M
alaysia

の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
Ｕ
Ｋ
Ｍ
」

と
呼
ば
れ
、
「
国
民
」
に
あ
た
る
部
分
は
英

語
で
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
の
で
、
国
立
大

学
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
」
に
は
国
民
の
熱
意
と
支
援
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
ま

す
。
創
立
以
来
、
研
究
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
関
与
と

国
際
化
へ
の
優
れ
た
実
績
で
、
地
域
の
主
要

な
大
学
の
ひ
と
つ
に
発
展
し
、
教
員
も
学
生

も
そ
の
こ
と
が
大
き
な
誇
り
で
す
。

【左】調印式にて（左から）野々村副学部長、サハリム学部長
【右】UKM 理工学部前にて（左から）モハマド学科長、野々村

副学部長、ボハリ教授、纐纈教授

ス
ペ
イ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
3
世
大
学
工
学
部
と

学
術
交
流
協
定
締
結

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毛
利 

准
教

授
（
機
械
工
学
科 

知
能
機
械
コ
ー
ス
）
に

は
、
Ｕ
Ｃ
３
Ｍ
と
の
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
共

同
研
究
の
い
き
さ
つ
や
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
大
学
へ
の

留
学
生
（
博
士
後
期
課
程
）
よ
り
、
ス
ペ

イ
ン
の
大
学
生
と
日
本
の
大
学
生
の
違
い

や
日
本
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
発
表
、

ま
た
、
Ｕ
Ｃ
３
Ｍ
へ
の
派
遣
学
生
よ
り
Ｕ

Ｃ
３
Ｍ
で
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
講
演
会
に
は
教
職
員
、
学

生
が
参
加
し
、
質
疑
応
答
や
情
報
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
大
学
工
学
部
と
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ル

ロ
ス
3
世
大
学
（U

niversidaed Carlos III 

de M
adrid

）
工
学
部
は
、
両
校
の
教
育
・

研
究
の
発
展
、
人
材
交
流
を
推
進
す
る
た

め
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
25（
２
０
１
３
）年
11
月
6
日
、

岐
阜
大
学
工
学
部
第
一
会
議
室
で
行
わ
れ

た
学
術
交
流
協
定
の
調
印
式
で
は
、
両

校
か
ら
の
挨
拶
と
両
大
学
、
学
部
の
紹

介
が
あ
り
、
そ
の
後
カ
ル
ロ
ス
3
世
大
学 

Carlos Balaguer 

副
学
長
と
岐
阜
大
学
工

学
部 

六
郷
惠
哲 

工
学
部
長
が
、
協
定
書

(M
em

orandum
 of understanding)

を

交
換
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
協
定
に
基

づ
き
、
両
校
の
緊
密
な
協
力
関
係
を
築
く

こ
と
で
、
１
．学
術
研
究
、
２
．人
材
育
成
等

に
つ
い
て
連
携
・
協
力
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

調
印
式
後
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、

Luis M
oreno 

教
授
に
ス
ペ
イ
ン
首
都
マ

ド
リ
ー
ド
、
カ
ル
ロ
ス
3
世
大
学(

以
下
、

Ｕ
Ｃ
３
Ｍ)

の
紹
介
と
、
専
門
で
あ
る
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
（
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
）
に
つ
い
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工学部附属インフラマネジメント技術研究センターの紹介

イ
ン
フ
ラ
の
町
医
者
育
成
と

活
用
の
仕
組
み
づ
く
り

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
「
社
会
基
盤
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
Ｍ
Ｅ
）」
を
養
成

し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｅ
と
は
「
社
会
資
本
（
特

に
道
路
）
の
維
持
管
理
技
術
を
習
得
し
、
発

注
者
・
受
注
者
の
立
場
を
越
え
、
確
固
た

る
高
度
な
技
術
を
も
っ
て
、
地
域
に
密
着
し

た
貢
献
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
社
会

資
本
整
備
を
基
に
安
全
・
安
心
な
国
民
の

暮
ら
し
を
下
支
え
す
る
技
術
者
」
と
定
義

し
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
に
対
し
て
適
切
な
診

断
と
処
置
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
高
度
な

専
門
知
識
を
持
っ
た
建
設
技
術
者
で
す
。

　

2
0
0
8
年
7
月
に
社
会
資
本
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
、
5
年
間
は
文
部
科
学
省
の
支

援
を
受
け
、
続
い
て
2
0
1
3
年
度
か
ら

は
岐
阜
大
学
初
の
「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
し
て
、
Ｍ
Ｅ
養
成
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
4
週
間
の
短
期
集
中
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
座
学
や
演
習
に
加
え
、
点
検
・

施
工
・
維
持
管
理
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
か
ら

構
成
さ
れ
、
全
国
の
著
名
な
専
門
家
に
よ
る

最
高
レ
ベ
ル
の
講
義
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

受
講
者
は
、
岐
阜
県
内
を
中
心
と
し
た
行

政
の
土
木
技
術
者
（
イ
ン
ハ
ウ
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
）
と
民
間
企
業
（
建
設
施
工
業
者
や
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）
の
土
木
技
術

者
で
す
。
80
コ
マ
（
1
2
0
時
間
）
の
講

義
を
す
べ
て
受
講
し
、
認
定
試
験
に
合
格
す

る
と
、
Ｍ
Ｅ
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
2
0
0
8

～
2
0
1
3
年
度
の
6
年
間
に
計
10
回
の

講
座
を
開
催
し
、
岐
阜
県
内
を
中
心
に

工 学 部 附 属 イン フ ラ マ ネ ジ メント 技 術 研 究 セ ン タ ー 長 　 髙 木  朗 義

ＭＥ認定者の地域分布

社会基盤メンテナンス手帳－ＭＥ君の点検十訓

CIAM のロゴ　　　　　　　　　　　　　　　ME のロゴ

1
8
9
名
の
Ｍ
Ｅ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

Ｍ
Ｅ
の
活
躍

　

Ｍ
Ｅ
は
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
Ｍ
Ｅ
が
道
路
斜
面
の
崩
壊
の

前
触
れ
に
い
ち
早
く
気
付
き
、
適
切
な
処
置

を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
災
害
の
発
生
を
未
然

に
防
止
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
央
自

動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
落
下
事

故
の
翌
日
か
ら
始
ま
っ
た
ト
ン
ネ
ル
の
緊
急

点
検
で
は
、
Ｍ
Ｅ
が
活
躍
し
ま
し
た
。
15

種
類
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
対
す
る
簡
易
で

わ
か
り
や
す
い
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
社
会
基

盤
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
手
帳
︱
Ｍ
Ｅ
君
の
点
検

十
訓
︱
」
も
刊
行
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化

が
進
む
イ
ン
フ
ラ
を
健
康
に
保
つ
た
め
に

は
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
Ｍ
Ｅ
は「
Ｍ
Ｅ
の
会
」

を
自
主
的
に
組
織
し
、
岐
阜
県
内
で
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
展
開

　

2
0
1
3
年
3
月
、
東
海
４
県
の
６
国

立
大
学
で
「
東
海
圏
減
災
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
を
設
立
し
、
南
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

は
じ
め
東
海
地
方
で
甚
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
の
研
究

連
携
を
開
始
し
ま
し
た
。
2
0
1
3
年
5

月
に
は
岐
阜
県
県
土
整
備
部
、
2
0
1
3

年
10
月
に
は
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

局
道
路
部
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
、

Ｍ
Ｅ
の
養
成
及
び
活
用
に
向
け
た
取
組
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の

2
0
1
3
年
度
「
成
長
分
野
等
に
お
け
る

中
核
的
専
門
人
材
養
成
の
戦
略
的
推
進
事

業
」に
、代
表
と
し
て
提
案
し
た「
地
域
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
イ
ン
フ
ラ
再
生
技
術
者
育
成

の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
」
が
採
択
さ

れ
、
長
崎
大
学
、
愛
媛
大
学
、
山
口
大
学
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
と
協
力
し
、
こ
れ
ま
で

に
培
っ
た
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
全
国
の
地

域
に
お
い
て
展
開
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
新
た
な
展
開
を
推
進
す

る
た
め
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、
2
0
1
4
年

4
月
よ
り
研
究
推
進
・
社
会
連
携
機
構
社

会
資
本
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
か
ら
「
工
学
部
附
属
イ
ン
フ
ラ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
組
織

変
更
し
ま
す
。
新
セ
ン
タ
ー
に
は
、
Ｍ
Ｅ
養

成
講
座
の
運
営
及
び
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

の
展
開
を
実
践
す
る
「
ひ
と
」
づ
く
り
実

践
領
域
、
地
域
協
働
型
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
た

め
の
地
域
連
携
及
び
制
度
設
計
を
開
発
す
る

「
し
く
み
」
づ
く
り
開
発
領
域
、
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
究
開
発
及
び

技
術
普
及
を
展
開
す
る
「
こ
と
」
づ
く
り

展
開
領
域
を
置
き
、
社
会
基
盤
施
設
の
整

備
・
維
持
管
理
等
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
技
術
の
先
端
的
教
育
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

安
心
で
き
る
私
た
ち
の
生
活
は
、
安
全
な

イ
ン
フ
ラ
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ

ラ
の
安
全
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
手
入
れ
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
ま
す
。
よ
り
有
効
な
手

入
れ
の
あ
り
方
を
地
域
と
と
も
に
考
え
る

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
地
域
社
会
へ
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
所
の
道
、
安
全
で
す
か
？

―
道
路
や
橋
を
見
守
り
、
く
ら
し
の
安
全
を
考
え
ま
す
。

道
路
の
高
齢
化

　

岐
阜
県
に
は
、人
々
の
生
活
を
支
え
、暮
ら

し
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、約
4
2
0
0
k
m

（
全
国
第
11
位
）
の
県
管
理
道
路
が
整
備
さ

れ
、
橋
長
15
m
以
上
の
橋
梁
数
は
1
6
3
1

橋
（
全
国
第
2
位
）、
ト
ン
ネ
ル
総
延
長
も

９
9
．3
7
5
k
m
（
全
国
第
2
位
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
が
高
度
成
長
時

代
に
建
設
さ
れ
た
た
め
、
架
設
か
ら
30
年
以

上
過
ぎ
た
も
の
が
数
多
く
存
在
し
、
15
年
後

に
は
県
管
理
の
橋
（
橋
長
15
m
以
上
）
の
約

40
%
が
50
歳
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
間
社
会
と
同
様
に
道
路
施
設
の
高
齢
化
へ

の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
は
実
際
に
橋
が
落

ち
ま
し
た
。
架
設
か
ら
50
年
が
経
過
し
て

お
り
、
橋
の
年
齢
は
50
歳
で
し
た
。
日
本
で

も
2
0
0
7
年
に
木
曽
川
大
橋
（
国
道
23

号
）
の
鉄
骨
支
柱
の
一
部
に
破
断
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
破
断
の
早
期
発
見
に
よ
り
崩

壊
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た

が
、
橋
の
年
齢
は
45
歳
で
し
た
。
2
0
1
2

年
12
月
に
は
、
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ

ル
の
天
井
板
が
崩
落
し
て
9
名
の
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
大
変
痛
ま
し
い
事
故
で
し

た
。
し
ば
ら
く
の
間
、
通
行
止
め
や
暫
定

１
車
線
通
行
が
続
き
、
社
会
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
年
齢
は
38

歳
で
し
た
。

人
間
の
高
齢
化
へ
の
対
応
と

考
え
方
は
同
じ

　

人
間
の
高
齢
化
は
、
病
気
に
な
っ
た
ら
治

す
と
い
う
方
法
か
ら
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
に
予
防
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。

医
師
不
足
へ
の
対
応
や
医
療
制
度
の
改
善

が
社
会
全
体
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
社
会
基
盤
施
設
（
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
―
、
略
し
て
イ
ン
フ
ラ
）
の
高

齢
化
へ
の
対
応
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
対
症
療

法
か
ら
予
防
保
全
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ

り
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
修
繕
費
の
増
加
を
抑

制
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
イ

ン
フ
ラ
の
健
康
診
断
が
で
き
る
医
者
、
中
で

も
町
医
者
的
な
地
域
に
根
付
い
た
建
設
技

術
者
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

米国ミネソタ州ミネアポリス　1-35W ミシシッピ川橋

ＭＥ養成講座「フィールド実習」の様子（その 1）（その 2）

ＭＥ養成講座「受講生とＭＥとの座談会」の様子

ＭＥの会
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　ツキオカフィルム製薬株式会社は岐阜県各務原市テクノプラザに本社を置き、

世界唯一「フィルム製薬」を社名に取り入れています。

　同社は、新事業の「食用純金箔」を世界で初めて考案しました。食用純金箔に

使用する可食フィルムを発明し、2001年この可食フィルムを活用した「フィルム

製薬」を業界で逸早く発案研究して、「フィルム製薬」の新しい製造技術を確立し

ました。上記写真はその可食フィルムを扱った製品の一例です。また、表紙写

真のように ISO9001に基づいた高度な箔押加工は、高級な印刷技術として広く

活用されています。

　2012年には、10,000分の1ミリの厚さのナノフィルムの超高速、超安価な乾式

による製造方法を編み出しました。

　現在は、世界的な製薬企業・化粧品業界のフィルム製剤、ナノフィルム医療機

器及び化粧パックも取り扱っています。

野々村修一　　本城　勇介　　松村　雄一　　安里　勝雄
松居　正樹　　吉田　豊和　　高木　伸之　　横田　康成
高羽　　浩　　小林　智尚

ツキオカフィルム製薬株式会社

「ものづくり日本大賞」内閣総理大臣賞受賞

オリジナルフィルム製剤

200nm 厚のフィルムを 0.45mm 角にカットしたチップ
編集委員会

（平成 25 年度）


